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３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
等
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
平
成
25
年
度
当
初
予

算
な
ど
27
の
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
新
年
度
事
業
、
放
射
能
汚
染
へ
の
対
応
、
産
業
振
興
な
ど
９
問
に
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

をを高める高めるためため
や改正をしました ～

地域の自主性と自立を高めるために、事務処理や義務付けが取り払われ（地域主権
改革推進法（略））市町村独自の判断で基準を設けられるようになりました。町道関
係では、構造の技術的基準を地域特性やニーズに応じた整備が図られる。

月 定 例 会3

地
域
主
権
改
革
推
進
法（
略
）公
布
に
よ
り

町
独
自
の
基
準
を
制
定

○
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
事
業
所
に
対
す
る
指
定
や
指
導
監
査
の
根
拠
と
な

る
基
準
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
道
路
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準（
歩
道
・
車
道
の
幅
員
等
）

や
道
路
等
に
設
け
る
道
路
標
識
の
大
き
さ
を
定
め
ま
し
た
。

○
町
営
住
宅
の
整
備
基
準
と
入
居
基
準
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
簡
易
水
道
の
指
導
監
督
等
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
た
め
、

工
事
監
督
者
、
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
を
定
め
ま

し
た
。
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地域地域のの独自性独自性
地域主権改革がスタート

～ 関係条例の制定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
迅
速
対
応

蔓
延
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は

　
　
　
　
　
　

対
策
本
部
設
置

　

対
策
法
の
交
付
に
よ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

蔓
延
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
町
長
を
本
部
長
と
し
た
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
て
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
の
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

不
当
行
為
防
止
の
た
め
に

暴
力
団
排
除
条
例
の
改
正

　

今
回
の
改
正
は
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
追
加
、
対
立
抗
争

等
に
係
る
暴
力
行
為
の
賞
揚
等
の
規
制
、
損
害
賠
償
請
求
等

の
妨
害
の
規
制
等
の
５
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

過
疎
計
画
の
変
更
は

ソ
フ
ト
枠
増
に
よ
る
追
加
事
業

　

過
疎
対
策
事
業
の
ソ
フ
ト
枠
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
に
、
農

道
や
用
排
水
路
の
整
備
を
、
原
材
料
支
給
に
よ
り
地
域
の
協

力
で
実
施
し
て
き
た
も
の
を
「
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
実
践

事
業
」
と
し
て
枠
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。　

（
全
員
賛
成
）

辺
地
計
画
の
変
更
は

農
道
整
備
の
た
め
に
事
業
追
加

　

山
上
辺
地
に
農
道
中
ノ
町
・
宝
ノ
沢
線
の
改
良
工
事
を
追

加
す
る
た
め
の
変
更
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

会　計　区　分 補正した金額 補正後の予算額 結果
一　 般　 会　 計 1億7,677万円 52億   168万円

全　

員　

賛　

成

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険  　4,127万円 6億9,766万円
簡 易 水 道    △182万円 1億   231万円
農業集落排水事業     　 49万円 　7,523万円
林業集落排水事業    　  46万円 2,714万円
介 護 保 険  　28万円  6億1,975万円

その他の議案は

人
権
擁
護
委
員 

候
補
者
推
薦
に
同
意

予
算
補
正
の
状
況

予
算
補
正
の
状
況

大
だい

楽
らく

　洋
よう

子
こ
さん

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
に
田
口
字

久
保
田
の
大
楽
洋
子
さ
ん
が
、

適
任
で
あ
る
と
同
意
し
ま
し
た
。

（
新
任
）
任
期
は
平
成
25
年
７

月
か
ら
３
年
間
。

　

歳　

入

　

基
本
的
に
事
業
費
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
る
補
助
金
等

の
整
理
で
あ
る
。
主
な
も
の

と
し
て
幼
保
一
体
化
施
設
補

助
金
２
３
２
４
万
円
、
過
疎

債
４
億
５
８
１
０
万
円
の
増

等
で
あ
り
ま
す
。

　

歳　

出

　

道
路
改
良
費
・
道
路
維
持

費
２
０
６
６
万
円
、
道
路
橋

梁
維
持
費
５
９
９
０
万
円
の

増
が
主
で
あ
る
。
余
剰
が
生

じ
た
た
め
文
教
厚
生
基
金
に

１
億
７
２
９
万
円
を
積
み
立

て
る
。
繰
越
金
は
13
億
３
８

５
６
万
円
で
あ
り
ま
す
。

（
幼
保
一
体
化
施
設
工
事
が

主
で
あ
る
。
）
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平
成
25
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
38
億
２
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

４
％
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
税
収
、
町
債
な

ど
が
増
と
な
り
、
国
庫
補
助

金
が
減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
庁
舎
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
、
社
会
福
祉
扶

助
費
、
家
屋
及
び
農
地
除
染

委
託
料
や
企
業
立
地
促
進
助

成
金
、
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
計
画
委
託
料
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
講
師
賃
金
、

町
民
第
１
体
育
館
建
替
え
調

査
委
託
料
な
ど
積
極
的
に
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

決決可可

～ 町６次振興計画の目標達成のため ～

予
算
の
特
徴
は

会　計　名 予算額 前年度比 採決の状況
一　 般　 会　 計 38億 2,500 万円 △ 4.0% 賛成 11、反対 1で可決

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ６億 7,296 万円 2.5% 全員賛成で可決
簡 易 水 道 １億 837 万円 6.2% 　　　〃
農業集落排水事業 7,339 万円 △ 0.4% 　　　〃
林業集落排水事業 2,324 万円 △ 12.6% 　　　〃
介 護 保 険 ６億 2,021 万円 3.7% 　　　〃
後期高齢者医療 5,653 万円 △ 0.7% 　　　〃

計 53 億 7,970 万円

25年度各会計の予算額と採決の状況 一般会計予算額の推移

38億2,500万円

歳　入

25年度一般会計予算

地方交付税
48.6％
地方交付税
48.6％

国県支出金
14.0％
国県支出金
14.0％

町債（借金）
13.1％
町債（借金）
13.1％

その他
8.1％
その他
8.1％

分担金・負担金
2.6％
分担金・負担金
1.7％

4億9,910万円

3億979万円
6,442万円

5億3,534万円

18億5,953万円

5億5,682万円

町税等
14.5％
町税等
14.5％

6億8,870万円

3億5,102万円

2億7,371万円

5億3,900万円

6億3,423万円

8億3,921万円

4億9,913万円

物件費
（委託・備品等）

18.0％

物件費
（委託・備品等）

18.0％

公債費
（借金返済）
13.0％

公債費
（借金返済）
13.0％

人件費
16.6％
人件費
16.6％

建設事業費
21.9％
建設事業費
21.9％

補助費等
14.1％
補助費等
14.1％

扶助費
7.2％
扶助費
7.2％

その他
9.2％
その他
9.2％

38億2,500万円

歳　出

39億8,500万円

39億9,500万円

39億8 500万円39億8,500万円

億

38億2,500万円

35億4,000万円

34億6,000万円

35億1,000万円

33億3,800万円

33億3,900万円

33億6,600万円

35億7,500万円

25年度

24年度

23年度

22年度

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

16年度
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越代のサクラ公園越代のサクラ公園
駐車場整備事業駐車場整備事業

古殿小学校事業古殿小学校事業
グランド芝生化事業グランド芝生化事業

越代のサクラ公園越代のサクラ公園
駐車場整備事業 駐車場整備事業 

古殿小学校事業古殿小学校事業
グランド芝生化事業グランド芝生化事業

例年多くの観光客で賑わう越代
のサクラ周辺に駐車場を整備す
る。土地購入 9,357 ㎡、駐車
場の整備。

小学校校庭を芝生化し児童の体
力向上などを図る。

4,500万円

339万円

町民第１体育館町民第１体育館
改築事業改築事業

町民第１体育館町民第１体育館
改築事業改築事業

大震災により大きな被害を受け
た町民第１体育館を改築するた
めの調査設計委託料。

6,000万円

中学生学力向上事業
非常勤講師２名を雇い数学と
社会２教科の学力向上を図る。

健康管理センター健康管理センター
改修事業改修事業

健康管理センター健康管理センター
改修事業 改修事業 

経年による改修のための設計委
託料。トイレ改修や施設内部の
バリアフリー化、そして冷暖房
設備の改修と全面的な整備を図
る。

380万円

548万円

橋梁改修事業橋梁改修事業
(長寿命化対策 )( 長寿命化対策 )
橋梁改修事業橋梁改修事業
(長寿命化対策 )( 長寿命化対策 )

橋の強度を保ち安全度を高める
ための改修工事。仮宿橋、萱附
上橋、西渡橋などの６つの橋の
設計と調査業務委託料

2,100万円

主な新規事業

借入金（元金・利子）
の返還に係る費用

公債費
87,200円

一般、広報、財政、
財産、税、戸籍、選
挙等の費用

保健予防・検診やご
み、し尿等の環境衛
生の費用

総務費
93,700円

衛生費
60,300円

社会福祉（生活、障
がい、高齢）、児童
福祉等費用

道路橋りょうや河
川、住宅等の維持管
理費等

民生費
144,300円

土木費
59,900円

義務教育、社会教育、
保健体育等の費用

消防設備や消防団、
広域消防組合の費用

教育費
81,104円

消防費
29,500円

農業委員会、農業
(農業・畜産・農地 )
林業の費用

議会運営に係る全て
の費用

農林水産業費
70,700円

議会費
12,600円

商工業と観光及び労
働に関する費用

商工労働費
25,600円

668,000円

町民一人当たり町民一人当たり
の金額の金額

25年度一般会計

※人口は5,726人として算定

 

建設から20年が経過した
健康管理センター

 今年の開花は早まりそう？

長寿命化工事が行われる大道作橋
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土
木
費
国
庫
補
助
金
が

前
年
対
比
で
約
３
分
の
１
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は

何
か
。

　
　

補
助
を
受
け
町
道
２
路

線
を
実
施
中
だ
が
の
り
面
対

策
分
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
移

転
工
事
補
償
金
は
１
箇
所
の

も
の
と
思
う
が
、
別
ペ
ー
ジ

に
建
築
費
と
し
て
２
箇
所
分

の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
。

　
　

竹
貫
田
地
内
の
国
道
改

良
工
事
に
伴
う
移
転
補
償
に

よ
る
も
の
と
横
川
地
内
に
１

箇
所
新
設
す
る
工
事
費
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

基
金
利
子
２
９
７
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
監
査

報
告
で
有
利
な
運
用
を
と
指

摘
さ
れ
た
が
具
体
策
は
。

　
　

資
金
運
用
計
画
に
基
づ

き
国
債
と
定
期
預
金
に
分
け

て
安
全
確
実
な
手
段
で
運
用

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
で
は
銀
行
株
も
所
有

し
て
い
た
が
現
在
の
状
況
は
。

　
　

現
時
点
で
１
５
０
０
０

株
を
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

各
補
助
金
が
あ
る
が
定
着
し

て
き
て
い
る
と
評
価
し
て
補

助
を
継
続
し
て
い
る
の
か
。

　
　

か
な
り
の
実
績
が
あ
り

評
価
的
に
は
高
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
太

陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
昨
年

度
も
追
加
補
正
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
実
態

調
査
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で

ど
う
調
査
し
、
ど
う
反
映
さ

せ
る
の
か
。

　
　

法
律
に
基
づ
く
も
の
で

詳
細
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
と
い

う
も
の
を
設
定
し
、
そ
の
中

で
の
意
見
集
約
と
実
態
調
査

結
果
に
基
づ
き
計
画
書
を
作

成
し
ま
す
。

　
　

地
域
防
災
計
画
策
定
委

託
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全

て
一
か
ら
見
直
す
の
か
。
そ

れ
と
も
現
在
の
防
災
計
画
の

必
要
な
部
分
の
見
直
し
な
の

か
ど
ち
ら
か
。

　
　

既
存
の
地
域
防
災
計
画

を
踏
ま
え
全
体
的
な
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　
　

除
染
作
業
委
託
料
は
ど

う
い
う
作
業
を
想
定
し
た
中

身
の
委
託
な
の
か
。

　
　

家
屋
と
農
地
の
除
染
作

業
と
堆
肥
と
稲
わ
ら
の
運
搬

業
務
の
委
託
を
含
め
た
も
の

で
す
。

　
　

恵
み
の
農
地
再
生
事
業

は
遊
休
農
地
活
用
と
い
う
こ

と
で
柿
等
が
植
栽
さ
れ
継
続

し
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
課

題
解
決
へ
の
対
応
は
。

　
　

枝
の
選
定
技
術
や
施
肥

指
導
等
を
実
施
し
て
き
た
が

今
一
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け

る
状
況
で
す
。

　
　

企
業
立
地
促
進
助
成
１

３
４
２
万
円
の
中
身
は
。

　
　

条
例
に
基
づ
き
、
施
設

の
増
設
と
雇
用
拡
大
を
図
っ

た
一
企
業
に
対
す
る
助
成
金

で
す
。

　
　

町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総

合
計
画
策
定
委
託
料
３
５
０

万
円
の
具
体
的
内
容
は
。

　
　

25
年
度
中
に
計
画
を
作

成
し
な
い
と
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
作
成
す
る

も
の
で
、
既
存
計
画
に
高
齢

者
並
び
に
子
育
て
世
帯
等
を

考
慮
し
た
住
宅
整
備
を
行
う

た
め
の
委
託
料
で
す
。

　
　

学
校
給
食
で
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
問
題
化
し
て
い
る

が
除
去
食
の
対
応
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　

対
象
と
な
る
児
童
生
徒

を
把
握
し
て
お
り
、
医
者
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
史
編
纂さ

ん

の
予
算
が
あ

る
が
、
主
な
作
業
は
ど
こ
で

行
う
の
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の

事
務
室
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

(

質
疑
の
一
部
を
掲
載)

QQQ AAA

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

QQ

Q

A

A

A

A

A

A

A

AA

A

一
般
会
計

予

算

審

議

予

算

審

議

（
反
対
）  

岡
部
淳
一
議
員

　

町
と
町
民
の
将
来
を
考
え

る
新
規
事
業
に
入
れ
る
べ
き

も
の
は
、
人
口
減
少
対
策
費

と
雇
用
問
題
対
策
費
伴
う
専

門
の
部
署
の
配
置
な
ど
町
民

の
声
に
応
え
る
べ
き
と
の
考

え
か
ら
反
対
し
ま
す
。

（
賛
成
）  

佐
川
勇
司
議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に

お
い
て
も
除
染
事
業
や
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
雇

用
対
策
な
ど
積
極
的
な
予
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま

す
。 討討

論論

決決可可

採
決

賛
成
起
立
者
多
数

(

賛
成
11
反
対
１)

　
　

現
在
の
状
況
で
は
保
険

税
を
引
き
上
げ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
な
の
か
。

　
　

現
在
ま
で
の
状
況
で
す

と
引
き
上
げ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
見
て
い
ま
す
。

　
　

昨
年
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
を
し
た
が
今
年
度
は
。

　
　

基
本
は
独
立
採
算
で
す

が
、
今
後
の
医
療
費
の
動
向

を
見
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

昨
年
の
事
故
を
踏
ま
え

ど
の
よ
う
な
対
策
を
踏
ま
え

た
予
算
な
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
管
理
委
託

の
中
身
の
問
題
な
の
で
、
金

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

QQ Q AA A
国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道

質質
議議

今後の利活用が待たれる愛宕団地
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事
業
状
況
に
変
更
が
な

い
中
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
減
っ
た
理
由
は
。

　
　

23
年
度
と
24
年
度
の
２

カ
年
間
を
か
け
て
管
路
の
清

掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
25
年

度
は
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
た

め
の
減
少
で
す
。

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

｢

ふ
る
ど
の
荘｣

の
入
所
者

の
負
担
が
増
え
る
と
聞
い
て

い
る
が
介
護
保
険
予
算
と
の

関
わ
り
は
な
い
か
。

　
　

入
所
者
の
居
住
費(

部

屋
代)

が
、
25
年
４
月
よ
り

改
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
低

所
得
者
の
負
担
軽
減
に
伴
う

分
介
護
保
険
会
計
か
ら
の
給

付
費
が
増
え
ま
す
。

QQ AA
林
業
集
落
排
水

介
護
保
険

質質
議議

◎
地
方
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願

「
提
出
者　

福
島
県
連
合
会

石
川
地
区
連
合
会　

議
長　

高
宮　

清
」

「
紹
介
議
員　

高
木
節
男
」

（
意
見
書
提
出
先
）

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

◎
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願

「
提
出
者　

福
島
県
連
合
会

石
川
地
区
連
合
会　

議
長　

高
宮　

清
」

「
紹
介
議
員　

高
木
節
男
」

（
意
見
書
提
出
先
）

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　
　

発
議
者　

佐
川
勇
司

　
　

賛
成
者　

矢
内
泰
吉

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ

常
任
委
員
の
選
任
方
法
が
条

例
に
委
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
町
議
会
で
は
、
本
会
議

の
中
で
各
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
地
方
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書

　
　

発
議
者　

佐
川
勇
司

　
　

賛
成
者　

緑
川
栄
一

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
４
人

　

地
方
の
自
主
財
源
で
あ
る

べ
き
地
方
交
付
税
を
、
人
件

費
削
減
を
口
実
に
減
じ
る
こ

と
へ
の
反
対
意
見
。

◎
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書

　
　

発
議
者　

佐
川
勇
司

　
　

賛
成
者　

緑
川
栄
一

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
４
人

み
な
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
　
　
請　

願
採
択

審
議
の
結
果

採
択

審
議
の
結
果

委
員
会
条
例
の
改
正

国
に
意
見
書
の
提
出

発
議

議
員

常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
は
付
託
を
受
け
た
２
件
の
請
願
審
査
と

放
射
能
汚
染
物
質
仮
置
場
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
工
事

の
進
捗
と
仮
置
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

総　
　

務常
任
委
員
会

産
業
建
設常

任
委
員
会

○
現
地
調
査

道
路
改
良
工
事
町
道
馬
場
集

り
線

道
路
改
良
工
事
町
道
竹
貫
田

い
わ
き
線

放
射
能
汚
染
物
質
仮
置
場

○
委
員
会
で
の
意
見

　

道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
繰
越
は
止
む
を
得
な
い
が

早
期
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
。

新
設
馬
場
橋
か
ら
集
り
ま
で

の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。

　

仮
置
場
に
つ
い
て
は
計
画

以
上
の
搬
入
を
想
定
し
た
施

設
管
理
を
検
討
す
る
こ
と
。

完成した仮置場（総務常任委員会）

繰越予定工事を確認
（産業建設常任委員会）

　

放
射
能
汚
染
物
質
の
設
置

場
所
を
調
査
し
、
担
当
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
る
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
仮
置
場

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
設
置
方
法

や
、
現
在
の
一
時
保
管
場
所

の
数
量
と
今
後
の
徐
染
方
法
、

除
染
物
質
の
仮
置
場
へ
の
搬

入
方
法
、
堆
肥
・
稲
藁
の
保

管
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
確
認

が
な
さ
れ
た
。

25.3.11
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鈴
すず

木
き

　一
いち

郎
ろう

 議員

森
林
整
備
の
現
状
は

一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一般質問は、３月12日に６人の議員が９問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。（順不同）

鈴
木　

本
町
は
豊
富
な
森
林

資
源
に
恵
ま
れ
、
人
工
林
面

積
が
５
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

程
あ
り
ま
す
。
こ
の
資
源
は

先
人
が
植
林
し
手
入
れ
を
し

て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
現
在
の
林

業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
も
の
で
す
。
そ
う
言
う
中

で
、
町
で
は
千
年
の
森
育
成

事
業
が
実
施
さ
れ
、
現
在
も

継
続
し
て
い
ま
す
が
、
林
家

に
と
っ
て
こ
の
事
業
の
増
強

は
非
常
に
力
強
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
千
年
の
森

振
興
策
は
。

町
長　

千
年
の
森
育
成
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
と

共
に
、
整
備
の
進
ん
で
い
な

い
森
林
所
有
者
へ
の
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
間

伐
面
積
を
拡
大
さ
せ
、
用
材

の
搬
出
量
を
増
や
す
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
や
、
搬
出
さ

れ
た
木
材
を
取
り
扱
う
林
業

関
連
施
設
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

鈴
木　

林
業
後
継
者
と
な
る

若
手
技
術
者
の
育
成
は
。

町
長　

従
来
か
ら
実
施
し
て

育
成
事
業
の
評
価
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長　

平
成
13
年
度
か
ら
平

成
23
年
度
ま
で
の
11
年
間
で

約
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

年
平
均
で
約
１
８
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
間
伐
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
事
業
実
施
前
の
平

成
６
年
度
か
ら
平
成
12
年
度

の
７
年
間
で
は
、
５
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
年
平
均
80
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

今
後
に
向
け
た
林
業

い
る
刈
払
機
及
び
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
講
習
会
を
次
年
度
も
古

殿
町
で
実
施
す
る
と
共
に
、

林
業
関
係
者
と
若
手
技
術
者

の
育
成
に
つ
い
て
の
協
議
を

し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

鈴
木　

放
射
能
に
よ
る
林
業

へ
の
影
響
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

町
長　

古
殿
町
か
ら
搬
出
さ

れ
た
木
材
は
、
市
場
等
に
出

荷
さ
れ
全
て
取
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
放
射
能
に

よ
る
風
評
な
ど
が
木
材
の
価

格
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。

町
長

補
助
事
業
に
よ
り
大
き
な
効
果
が

間伐により多面的機能の強化が進む
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一 般 質 問

整備が求められる町道才竜内石神線　②

整備が求められる町道才竜内石神線　①

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

平
成
25
年
度
主
要
事
業
と

今
後
の
取
り
組
み
は

　

平
成
25
年
度
主
要
事
業
は
、

い
ず
れ
も
町
の
活
性
化
に
必

要
な
取
り
組
み
と
思
い
ま
す

が
、
内
容
確
認
の
た
め
幾
つ

か
の
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

佐
川　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
で
す
が
、
現
在
の
施
設

で
は
か
な
り
狭
い
教
育
環
境

と
思
い
ま
す
。
十
分
な
教
育

ス
ぺ
ー
ス
と
安
心
安
全
な
教

育
環
境
確
保
の
た
め
施
設
建

設
が
必
要
と
思
う
が
、ど
う
か
。

教
育
長　

児
童
ク
ラ
ブ
活
動

は
、
１
階
の
部
屋
と
２
階
の

ス
ぺ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
狭
い
施
設
で
は
な
い

と
思
っ
て
ま
す
の
で
、
現
時

点
で
は
、
新
た
な
施
設
建
設

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

佐
川　

大
豆
の
生
産
と
活
用

で
す
が
、
今
後
の
６
次
産
業

の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
遊
休
農
地
対
策

と
生
産
拡
大
の
施
策
と
し
て

収
穫
支
援
や
刈
取
り
機
の
導

入
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長　

生
産
意
欲
を
維
持
す

る
た
め
に
、
優
良
大
豆
の
生

産
と
、
加
工
品
の
商
品
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
支
援
等
に
つ
い
て
は
大

豆
生
産
が
軌
道
に
の
り
、
生

産
面
積
の
拡
大
な
ど
状
況
に

応
じ
検
討
し
ま
す
。

佐
川　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
対

す
る
助
成
で
す
が
、
猟
期
間

の
捕
獲
実
績
は
ど
う
か
。
今

後
は
、
猟
期
だ
け
で
な
く
有

害
駆
除
期
間
も
助
成
対
応
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

２
月
末
時
点
で
46
頭

の
捕
獲
実
績
で
す
。
ま
た
、

猟
期
以
外
の
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
か
ら
、
国
の
補

助
に
よ
る
猟
銃
被
害
防
止
緊

急
捕
獲
等
対
策
事
業
に
よ
り

取
り
組
み
ま
す
。

佐
川　

町
道
才
竜
内
石
神
線

の
橋
梁
改
修
内
容
は
ど
う
か
。

ま
た
、
本
路
線
は
主
要
な
生

活
道
路
と
し
て
道
路
整
備
は

地
域
住
民
の
念
願
で
あ
り
幾

度
の
要
望
書
も
出
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
老

人
保
健
施
設
も
開
設
さ
れ
、

利
用
者
と
家
族
・
職
員
の
重

要
幹
線
で
あ
り
、
福
祉
向
上

の
た
め
に
も
早
急
な
整
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

町
長

活
性
化
に
向
け
検
討
し
進
め
る

町
長　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
い
て
、
詳
細
な

調
査
・
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
も
、
特
に
急
峻
な
区
間

に
つ
い
て
安
心
安
全
な
通
行

の
確
保
を
図
る
た
め
道
路
整

備
手
法
等
を
検
討
し
な
が
ら

逐
次
整
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
ま
す
。

平成24年度イノシシ捕獲に対する補助
市町村名 補助額（１頭につき）
古 殿 町 20,000
平 田 村 20,000
石 川 町 15,000
鮫 川 村 20,000
いわき市 10,000
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木
き

戸
ど

　久
ひさ

康
やす

 議員

中
学
生
の
学
力
向
上
事
業
と
は

建設工事に伴い周辺整備が進む
「幼保一体化施設」

射手育成のために導入された和種馬３頭

教
育
長

専
任
講
師
２
名
を
配
置
指
導

木
戸　

中
学
生
の
学
力
向
上

事
業
と
は
、
ど
ん
な
事
業
か
。

教
育
長　

非
常
勤
講
師
２
名

を
中
学
校
に
配
置
し
、
比
較

的
不
得
意
な
科
目
で
あ
る
数

学
と
社
会
の
学
力
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
が

刺
激
さ
れ
、
ひ
い
て
は
将
来

の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

木
戸　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

事
業
は
継
続
だ
が
、
施
設
建

物
の
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

既
存
の
ス
ペ
ー
ス
で

で
き
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

施
設
建
設
に
つ
い
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

木
戸　

幼
保
一
体
化
事
業
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
周
辺

の
環
境
整
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

３
月
中
に
造
成
工
事

及
び
施
設
建
築
工
事
の
入
札

を
実
施
し
ま
す
。
周
辺
の
環

境
整
備
事
業
は
施
設
南
西
側

の
山
林
の
買
収
が
済
ん
だ
こ

と
か
ら
、
現
在
は
立
木
の
伐

採
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
進

入
路
は
、
町
道
横
川
第
一
線

も
改
良
を
進
め
ま
す
。

木
戸　

大
原
小
跡
地
の
利
用

検
討
委
員
会
の
答
申
内
容
は
。

町
長　

森
林
資
源
活
用
事
業

検
討
委
員
会
で
、
林
業
の
現

状
と
問
題
点
や
後
継
者
対
策
、

林
業
振
興
、
森
林
所
有
者
の

利
益
に
つ
な
が
る
施
設
の
必

要
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
お

り
ま
す
。
間
伐
促
進
の
た
め

の
路
網
整
備
、
後
継
者
対
策

な
ど
林
業
振
興
に
必
要
と
な

る
施
設
整
備
を
検
討
す
べ
き

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

木
戸　

越
代
の
サ
ク
ラ
周
辺

の
整
備
と
は
ど
の
様
な
内
容

の
事
業
か
。

町
長　

桜
の
開
花
期
間
に
駐

車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

公
園
周
辺
部
の
用
地
９
３
５

７
㎡
を
買
収
し
駐
車
場
の
整

備
を
し
ま
す
。

木
戸　

町
民
第
一
体
育
館
建

設
に
向
け
た
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

検
討
結
果
報
告
に
基

づ
き
、
建
設
場
所
を
含
め
内

部
検
討
を
進
め
、
26
年
度
に

建
設
し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

木
戸　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
町

内
建
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長　

現
時
点
で
は
、
町

内
へ
の
建
設
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

木
戸　

温
泉
施
設
を
創
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
検
討
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

現
段
階
で
温
泉
単
体
で
の
整

備
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま

す
。

木
戸　

流
鏑
馬
保
存
会
の
あ

り
方
と
、
流
鏑
馬
の
祭
り
に

町
と
し
て
関
わ
り
方
を
検
討

す
る
気
は
あ
る
か
。

町
長　

流
鏑
馬
保
存
会
は
、

平
成
４
年
度
に
設
立
さ
れ
て

現
在
ま
で
流
鏑
馬
の
射
手
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

更
に
20
年
度
に
は
、
和
種
馬

を
購
入
し
射
手
育
成
の
環
境

充
実
に
努
め
、
流
鏑
馬
保
存

伝
統
継
承
に
貢
献
し
て
頂
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
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岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

原
発
事
故
が
生
活
に

及
ぼ
し
た
諸
問
題
は

岡
部　

安
部
政
権
が
誕
生
し
、

こ
の
政
権
の
変
化
の
中
に
、

事
故
に
よ
り
被
害
者
に
さ
せ

ら
れ
た
県
民
・
町
民
に
と
っ

て
絶
対
受
け
入
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
、
原
発
ゼ
ロ
の
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
見
直
し
と
再
稼
働

が
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
事
故
の
意
識
的

風
化
が
あ
り
、
国
も
マ
ス
コ

ミ
も
福
島
と
い
う
一
地
方
で

起
き
た
過
去
の
事
故
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
を
確
保
す
れ
ば
再
稼

働
す
る
」
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
被
害
者
を
無
視
し
た
考
え

で
あ
り
、
原
発
を
動
か
せ
ば

「
核
の
ゴ
ミ
」
が
際
限
な
く

溜
ま
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
で

事
故
へ
の
考
え
方
、
明
確
化

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

県
知
事
は
事
故
は
人
災
と
の

認
識
を
示
し
た
が
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

直
接
的
に
は
津
波
災

害
だ
が
、
被
害
が
拡
大
し
た

要
因
は
、
こ
れ
ま
で
の
安
全

基
準
が
、
地
形
、
地
理
条
件

を
十
分
考
慮
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 町

長

不
安
を
払
拭
で
き
る
取
り
組
み
を

岡
部　

国
政
の
場
で
「
原
発

は
、
ま
だ
収
束
し
て
い
な

い
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た

が
、
被
災
し
た
町
の
町
長
と

し
て
の
認
識
は
。

町
長　

原
子
炉
の
冷
温
停
止

状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
建
屋
内
の
調
査
も

で
き
ず
、
被
害
状
況
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら
は
、

事
故
が
収
束
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

岡
部　

仮
置
場
を
含
む
除
染

計
画
の
実
施
状
況
と
今
後
の

進
め
方
、
町
及
び
町
民
の
賠

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

地
域
住
民
の
不
安
を

払
拭
で
き
る
よ
う
、
安
全
・

安
心
第
一
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
部　

農
地
除
染
に
関
し
て
、

野
草
利
用
の
現
状
と
今
年
度

の
水
田
放
射
能
低
減
化
事
業

は
。

町
長　

野
草
・
土
手
草
等
の

利
用
自
粛
解
除
に
つ
い
て
は

県
か
ら
具
体
的
回
答
は
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
時
点
で

の
解
除
の
見
通
し
は
た
た
な

い
状
況
で
す
。

償
問
題
の
捉
え
方
と
対
応
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　

仮
置
場
の
造
成
工
事

が
完
了
し
、
現
在
は
一
時
保

管
し
て
い
る
土
砂
の
搬
入
と

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
工
事
を
発
注

し
て
い
ま
す
。

宅
地
除
染
は
、
メ
ッ
シ
ュ
調

査
の
結
果
に
よ
り
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
犬
仏
７

世
帯
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
賠
償
は
、
８

つ
の
事
業
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
が
、
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

岡
部　

公
表
さ
れ
た
甲
状
腺

検
査
結
果
と
民
間
医
療
機
関

で
始
ま
っ
た
検
査
体
制
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
対
応
は
。

町
長　

検
査
結
果
は
、
放
射

線
と
の
因
果
関
係
が
明
ら
か

で
は
な
く
、
注
意
深
く
見
守

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
実
施
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
立
医

大
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

岡
部　

鮫
川
村
で
の
放
射
能

汚
染
物
減
容
化
実
証
事
業
に

つ
い
て
、
接
す
る
町
と
し
て

水
田
放
射
能
低
減
に
つ
い
て

は
、
カ
リ
肥
料
が
極
め
て
有

効
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の

で
、
購
入
経
費
を
補
正
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

完成した仮置場

石川管内の検査拠点施設「ひらた中央病院」

そ
の
他

質
問

の

•

町
民
か
ら
み
た
町
の
現

状
と
今
後
の
町
の
在
り

方
、
町
づ
く
り
に
つ
い

て

•

今
年
度
町
を
取
り
巻
く

事
業
や
施
策
と
取
り
組

む
べ
き
課
題
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高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

岡
部
町
政
10
年
間
の
成
果
は

高
木　

町
民
目
線
に
立
っ
た

公
正
公
平
な
岡
部
町
政
も
、

10
年
の
節
目
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
は
、
自
民
党
か

ら
民
主
党
、
昨
年
末
に
は
民

主
党
か
ら
自
民
党
へ
の
政
権

交
代
が
あ
り
、
２
年
前
に
は

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故

な
ど
変
化
の
激
し
い
時
代
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と

過
疎
化
が
進
む
中
で
、
10
年

間
の
成
果
と
経
験
を
、
今
後

の
町
民
生
活
向
上
の
た
め
の

重
点
事
業
等
に
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

用
も
増
え
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
定
着
し
て
き
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

高
木　

鮫
川
村
へ
の
学
校
給

食
業
務
委
託
の
成
果
は
。

教
育
長　

平
成
18
年
の
２
学

期
か
ら
委
託
し
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
優
れ
た
食
材
、
食
文

化
を
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い

く
こ
と
も
学
校
給
食
の
大
切

な
役
目
で
あ
り
、
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
標
に
献
立
作
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

高
木　

統
合
小
学
校
の
跡
地

利
用
の
進
捗
状
況
と
そ
の
成

果
は
。

町
長　

統
合
に
よ
り
跡
地
と

な
っ
た
５
か
所
の
う
ち
４
か

所
に
つ
い
て
は
方
向
性
が
で

き
ま
し
た
。
論
田
小
学
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

い
く
つ
か
照
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
具
体
化
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
県
な

ど
を
通
じ
、
自
然
環
境
の
良

さ
な
ど
利
活
用
に
つ
い
て
ピ

ー
ア
ー
ル
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

高
木　

統
合
小
学
校
の
体
育

館
と
し
て
併
用
し
て
い
る
女

性
若
者
活
動
促
進
施
設
の
利

　

千
年
の
森
育
成
事
業
の
成

果
は
。

町
長　

平
成
13
年
度
か
ら
平

成
23
年
度
ま
で
の
11
年
間
で

約
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

間
伐
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
木　

町
民
憩
い
の
森
の
成

果
は
。

町
長　

平
成
18
年
４
月
に
開

園
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
行

事
、
町
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

家
族
の
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
グ
ル
ー
プ
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
利

用
状
況
と
そ
の
成
果
は
。

教
育
長　

震
災
、
原
発
事
故

等
の
影
響
で
町
民
第
１
体
育

館
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
使
用

が
控
え
ら
れ
た
た
め
利
用
が

増
え
ま
し
た
。
昼
間
は
子
ど

も
達
の
体
育
の
授
業
、
特
設

ク
ラ
ブ
の
活
動
、
学
校
の
行

事
な
ど
に
利
用
さ
れ
児
童
の

体
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

高
木　

お
ふ
く
ろ
の
駅
が
道

の
駅
と
な
り
、
法
人
化
さ
れ

た
成
果
は
。

町
長　

平
成
22
年
４
月
か
ら

道
の
駅
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
震
災
の
影
響
に

よ
り
一
時
売
り
上
げ
が
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月

の
利
用
客
、
売
上
額
か
ら
推

測
す
る
と
震
災
前
ま
で
回
復

す
る
と
思
い
ま
す
。

高
木　

商
工
業
振
興
策
の
取

り
組
み
状
況
と
成
果
は
。

町
長　

町
内
消
費
拡
大
と
商

店
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
町
独
自
に

町
企
業
立
地
促
進
条
例
を
制

定
し
、
既
存
企
業
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
木　

農
産
物
活
用
に
よ
る

町
長

町
民
の
目
線
で
誠
実
公
正
に

特
産
品
づ
く
り
の
取
り
組
み

状
況
と
そ
の
成
果
は
。

町
長　

山
菜
う
ど
ん
、
米
粉

う
ど
ん
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
大
豆
を
使
用
し
た

加
工
品
の
商
品
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

高
木　

町
民
の
声
を
大
切
に

す
る
検
討
委
員
会
に
よ
る
町

民
体
育
館
等
の
検
討
内
容
と

そ
の
結
果
は
。

町
長　

検
討
結
果
報
告
に
基

づ
き
建
設
場
所
を
含
め
内
部

検
討
を
進
め
、
平
成
26
年
度

に
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
木　

町
長
の
基
本
的
政
治

姿
勢
は
。

町
長　

町
民
の
目
線
で
誠
実

且
つ
公
平
を
旨
と
し
て
ま
す
。

グランドゴルフで賑わう町民憩の森公園広場

有効活用が待たれる旧論田小学校
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

佐
藤　

広
域
農
道
・
農
地
整

備
事
業
で
実
施
し
て
い
る
中

田
・
論
田
線
は
、
平
成
17
年

度
で
休
止
し
て
い
ま
す
。
こ

の
区
間
は
、
石
川
町
地
内
の

工
区
で
す
が
、
全
線
開
通
に

な
れ
ば
わ
が
町
に
と
っ
て
、

大
き
な
利
便
性
を
生
む
事
に

な
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
着

工
を
望
む
も
の
で
す
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長　

事
業
休
止
区
間
と
な

っ
て
以
来
、
毎
年
、
石
川
地

域
農
道
・
農
地
整
備
事
業
促

進
協
議
会
と
し
て
、
県
に
対

し
関
係
町
長
と
と
も
に
、
早

期
着
工
に
向
け
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
、
平
成
25
年
度

新
規
採
択
地
区
に
内
定
し
た

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
早
期
開
通
に
向
け
、

計
画
的
か
つ
着
実
に
整
備
さ

れ
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
い

ま
す
。

佐
藤　

越
代
の
サ
ク
ラ
周
辺

の
土
地
購
入
と
、
そ
の
後
の

整
備
は
。
ま
た
、
現
在
ま
で

の
投
資
額
は
い
く
ら
か
。

町
長　

現
在
利
用
し
て
い
る

駐
車
場
周
辺
用
地
、
９
３
５

７
㎡
の
購
入
と
駐
車
場
の
整

備
で
す
。

　

現
在
ま
で
の
事
業
費
は
２

３
７
０
万
円
で
す
。

佐
藤　

町
民
第
１
体
育
館
改

築
に
対
す
る
町
の
方
針
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に

基
づ
く
委
託
料
予
算
か
。

町
長　

検
討
委
員
会
報
告
に

基
づ
き
、
建
設
場
所
を
含
め

内
部
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
に
建
設
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
測
量
調

査
設
計
委
託
料
と
し
て
６
０

０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

佐
藤　

大
豆
利
用
に
よ
る
特

産
品
の
具
体
策
は
。

町
長　

大
豆
栽
培
に
取
り
組

み
３
年
に
な
り
、
面
積
も
増

え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
加
工

品
の
商
品
化
を
実
施
し
、
委

託
加
工
で
試
作
中
で
す
。

佐
藤　

完
成
し
た
仮
置
場
へ

の
汚
染
物
の
搬
入
の
手
順
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
判

断
は
。

町
長　

仮
置
場
へ
搬
入
す
る

汚
染
土
壌
等
は
、
委
託
業
者

に
よ
る
詳
細
測
定
に
基
づ
き

判
断
し
ま
す
。

整備が進む汚染物の「仮置場」

早期完成が望まれる中田・論田線（未着工区）

「
中
田
・
論
田
線
」の
未
開
通
部
分
は

平
成
25
年
度
の
重
要
施
策
は

町
長

町
長

平
成
25
年
度
新
規
採
択
に
内
定

重
点
事
業
を
確
実
に
実
施
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賠
償
額
の
算
定
は
ど
の

よ
う
な
経
緯
に
よ
り
行
っ
た

か
。

　
　

町
で
加
入
し
て
い
る
保

険
会
社
が
鑑
定
会
社
に
依
頼

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　

事
故
を
拡
大
し
た
要
因

と
し
て
施
設
機
器
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
会
社
に

も
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

施
設
を
管
理
し
て
い
る

の
は
町
で
あ
り
、
最
終
的
責

任
は
全
て
町
に
あ
り
ま
す
。

機
器
の
管
理
委
託
契
約
を
締

結
し
て
い
る
会
社
と
は
、
契

約
条
項
に
基
づ
き
直
接
的
に

町
が
受
け
た
被
害
額
を
補
償

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

濁
水
が
水
道
水
に
混
入
し

た
た
め
、
製
造
し
た
製
品
が

販
売
で
き
な
く
な
る
被
害
が

生
じ
た
。

　
　

賠
償
額
の
決
定
に
は
全

く
不
服
は
な
い
が
、
な
ぜ
専

決
処
分
で
行
っ
た
の
か
。

　
　

和
解
が
成
立
し
た
中
で

は
出
来
る
だ
け
早
く
賠
償
額

を
支
払
い
た
い
こ
と
か
ら
専

決
処
分
と
し
ま
し
た
。

　

町
が
管
理
す
る
町
民
憩
い

の
森
敷
地
内
の
木
が
大
雪
の

た
め
に
倒
木
し
、
軽
貨
物
自

動
車
を
破
損
し
た
。

水
道
の
濁
水
混
入
事
故
に
損
害
賠
償

憩
い
の
森
公
園
倒
木
の
物
損
事
故
も 25.2.13

QQ

QQ

QQAAA

AAA

AAA

　

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
は
、２
月
13
日
に
開
か
れ
、昨
年

11
月
８
日
に
発
生
し
た
簡
易
水
道
の
水
質
汚
濁
事
故
に
か
か

る
損
害
賠
償
と
今
年
１
月
14
日
の
降
雪
に
よ
る
倒
木
物
損
事

故
の
損
害
賠
償
、
幼
保
一
体
化
施
設
周
辺
山
林
の
買
収
の
た

め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

①
平
成
25
年
度
主
要
事
業
に

つ
い
て

新
年
度
予
算
の
総
枠
が
固
ま

っ
た
の
で
、
主
な
70
事
業
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

②
町
簡
易
水
道
汚
濁
水
混
入

事
件
に
係
る
経
緯
に
つ
い

て

　

昨
年
の
12
月
議
会
以
降
の

経
過
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

③
町
民
憩
い
の
森
敷
地
内
の

倒
木
に
よ
る
物
損
事
故
に

係
る
経
緯
に
つ
い
て

　

１
月
14
日
の
降
雪
は
役
場

前
で
約
28
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
し
た
。
町
民
憩
い
の

森
公
園
の
大
作
に
面
し
た
杉

の
木
が
倒
れ
、
駐
車
場
に
駐

車
し
て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
席
を
直
撃
し
損
害
を
与

え
た
も
の
で
す
。
人
的
被
害

は
な
く
、
所
有
者
の
意
向
と

し
て
修
理
す
る
費
用
を
弁
償

す
る
も
の
で
す
。

〈
報
告
事
項
〉

①
古
殿
町
公
民
館
改
修
に
つ

い
て

　

町
公
民
館
を
改
修
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
建
物
の
躯
体

の
検
証
が
必
要
と
の
こ
と
で

構
造
解
析
を
進
め
て
き
た
結

果
問
題
が
な
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

実
施
設
計
が
で
き
れ
ば

発
注
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

か
。

　
　

設
計
が
済
み
次
第
２
５

年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

25
・
2
・
13

25
・
3
・
14

議
案
審
議

○
被
害
の
実
情

○
被
害
の
実
情

沢浄水場配水池

増改築の設計が進む町公民館

損
害
賠
償
（
濁
水
混
入
）

損
害
賠
償
（
物
損
事
故
）

会計区分 今回補正した金額 補正後の予算総額

一般会計 ９３４万円 ５２億１, １０２万円

予算の補正状況

質
疑
質
疑

QQAAA

一
般
会
計

第
６
次
補
正
予
算

　

幼
保
一
体
化
施
設
周
辺
山

林
の
買
収
及
び
立
木
補
償
費

の
ほ
か
損
害
賠
償
の
保
険
対

象
外
と
な
る
町
支
出
分
な
ど

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
４

万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総

額
を
52
億
１
１
０
２
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

買
収
面
積
は
。

　
　

地
権
者
２
名
、
２
筆
で

８
１
０
３
㎡
で
す
。

QQAAA 質
疑
質
疑
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追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

　町史が編さんされてから40年が経ちます。平
成13年には、町史編

へん

纂
さん

委員会設置要項が制定さ
れましたが、その後どのように進められたのか。

町史編さんの取り組みは町史編さんの取り組みはテーマ

Q

教 育 長 答 弁

平成22年12月一般質問より

A

Q

A

そ
の
後
の
対
応

そ
の
後
の
対
応

　平成25年度予算に編纂
に係る経費が計上されまし
た。５年後を目標にビジュ
アル本を作成します。

　平成14年度から町史編纂に取り組むとありま
したが、同時に統合小学校に向けての事業がス
タートしたため、これを最優先事業としました。
今後は、本事業の在り方について検討します。

古
殿
町
復
興
防
災
町
づ
く
り

事
業
が
復
興
交
付
金
の
採
択

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
基
金

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

監査委員に
選任された
薄井憲一氏

25.3.28

　

平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
は
、３
月
28
日
に
開
か
れ
、復
興

交
付
金
の
交
付
決
定
に
伴
う
基
金
条
例
、
幼
保
一
体
化
施
設

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
来
月
24
日
で
任
期
満
了
と
な

る
本
郷
弘
之
代
表
監
査
委
員
の
後
任
に
薄
井
憲
一
氏
を
監
査

委
員
に
選
任
す
る
議
案
の
ほ
か
、
年
度
末
の
事
業
確
定
に
伴

い
一
般
会
計
第
８
次
補
正
予
算
を
含
む
特
別
会
計
補
正
予
算

な
ど
を
、
８
件
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
審
議

○
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例

・
契
約
の
目
的　

幼
保
一
体
化
施
設
建
設
工
事

・
契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額　

７
億
７
４
９
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

水
谷
工
業
㈱　

代
表　

水
谷
磯
雄

・
工　
　
　

期　

平
成
26
年
３
月
10
日

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

一
般
会
計

第
８
次
補
正
予
算

　

年
度
末
に
地
方
交
付
税
が

確
定
す
る
な
ど
し
て
歳
入
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
９
８
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
53
億
６
８
３
３
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

基
金
の
額
は
。

　
　

今
回
交
付
を
受
け
る
６

７
５
万
円
で
す
。

　
　

落
札
決
定
の
経
緯
は
。

　
　

契
約
者
と
な
る
者
を
県

内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所

と
す
る
資
格
要
件
を
付
し
て

入
札
後
に
資
格
審
査
を
行
う

事
後
審
査
方
式
に
よ
り
実
施

し
た
結
果
、
１
番
札
の
業
者

は
県
内
要
件
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
２
番
札
の
業
者
が
落

札
決
定
者
と
な
り
ま
し
た
。

QQQQ AAAAAA 質
疑
質
疑

基
金
条
例
関
係

工
事
請
負
関
係



　

　

　
　
　

 
　　　　

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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６月中旬
次回の
定例会議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

いこと始めたいね、フラダンスいいんじゃない。が始
まりでした。

町
議
会

編
集
：
議
会
だ
よ
り いこと始めたいね、フラダンスいいんじゃない。が始

まりでした

☆いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。☆いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。

現在、会員は16名で、月３回第２,３,４月曜日に
竹貫集落センターで行っています。
現在、会員は16名で、月３回第２,３,４月曜日に
竹貫集落センターで行っています。

☆練習はいつ、どこでしていますか。☆練習はいつ、どこでしていますか。

地域の皆様に、私たちの練習成果を見て頂くと
ともに、今後も施設の訪問を重ね｢来てよかっ
た｣｢踊って良かった｣｢ありがとう｣と喜ばれる
活動をしたいと考えています。いつまでも健康
で明るく前向きに生きようと始めたフラ。今、
私たちの生きがいになろうとしています。一緒
にフラ踊ってみませんか。

地域の皆様に、私たちの練習成果を見て頂くと
ともに、今後も施設の訪問を重ね｢来てよかっ
た｣｢踊って良かった｣｢ありがとう｣と喜ばれる

☆今後どのような活動をしたいですか。☆今後どのような活動をしたいですか。

平成24年の１年間は、夏祭り、やぶさめ祭りな
ど、町内外のイベントに10回の出演依頼があり、
踊らせて頂きました。
介護施設のボランティアが多いのですが、私たちの
つたない踊りを見て、まねて動かない腕が上がった
おばあちゃん、ピンクのドレスを見て、表情の緩ん
だおじいちゃん、などなど、温かな良い笑顔と、あ
りがとうの言葉を頂き、私たちは毎回、胸一杯の喜
びと感動を頂いて帰ってきます。

平成24年の１年間は、夏祭り、やぶさめ祭
ど、町内外のイベントに10回の出演依頼が
踊らせて頂きました

☆どんな活動をしていますか。☆どんな活動をしていますか。

☆いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。頃、どのような経緯で発足しましたかか。

今回は、健康のために始めたフラダンスで各種イベントや福祉施設ボランティアで活躍している

古殿町フラサークル プアリリィ の皆さんです。
今回は、健康のために始めたフラダンスで各種イベントや福祉施設ボランティアで活躍している

古殿町フラサークル プアリリィ の皆さんです。

勢ぞろいしたメンバーのみなさん

積極的にボランティア活動を行っている

福祉施設でフラダンスの披露

会長

亀下 敏子さん
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